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概要 

Windows Intune 30 日間トライアル版の活用 

このドキュメントは、新しい Windows Intune 環境のセットアップと、Windows Intune の主要機

能の評価に役立つよう設計されています。そのプロセスを容易にするために、このドキュメン

トでは「日本マイクロソフト株式会社」を社名としてアカウント構成する例をご紹介します。

このホワイト ペーパーでは、その環境から取られたスクリーンショットを紹介し、実際の 

Windows Intune 環境を同様に構成するための方法を示します。その後、記載された手順を実行

して、自社のビジネス ニーズに適した環境を作成し、カスタマイズすることができます。 

最適な構成とは 

社内設置型のインフラストラクチャを必要としない場合は、以前のリリースと同様に、

Windows Intune を引き続き従来のクラウド単体構成で運用できます。その場合、構成は図 1 の

ようになります。 

 

図 1: クラウド単体構成における Windows Intune 

Windows Intune の今回のリリースには、新しいハイブリッド構成オプションも含まれています。

このオプションによって、そのクラウドベースの環境を Microsoft System Center 2012 

Configuration Manager Service Pack 1 (SP1) と統合、連携させることが可能になります。この構成
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では、Configuration Manager コンソールを使用して、PC、サーバー、モバイル デバイス、さら

には Mac OS コンピューターまで管理できます。 

ハイブリッド構成の場合、System Center 2012 Configuration Manager SP1 によってデバイスが管

理され、管理者は Windows Intune サービスを Configuration Manager 管理コンソールにコネク

ターを使って追加します。図 2 は、ハイブリッド構成ですべてのサポート対象プラットフォー

ムが管理されるしくみの例を示しています。 

 

図 2: ハイブリッド構成における Windows Intune 

このハイブリッド構成を使用する場合、System Center 2012 Configuration Manager のセットアッ

プ方法に関する技術ガイダンスの詳細については、「System Center 2012 Configuration Manager 

の概要」を参照してください。 

このガイドの以降の部分ではクラウド構成に注目し、Windows Intune サービスの使用における

最初の数日間を最大限に活用するための情報を提供します。 

サインアップまたはサインインするには 

お客様の組織が Enterprise Agreement (EA) を締結している場合は、マイクロソフト担当者に

お問い合わせください。担当者がエンタープライズ向けのトライアル版をセットアップする

お手伝いをいたします。 

重要  

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
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Enterprise Agreement または同等のボリューム ライセンス契約をマイクロソフトと締結してい

ない企業のお客様は、次の Web サイトから Windows Intune の 30 日間無料トライアルにサイン

アップできます。 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsintune/try-and-buy.aspx 

 

[今すぐ試す] をクリックすると、[サインアップ] ページが表示されます。このページの左上に

は次のようなメッセージが表示されています。 

 

会社で既に Microsoft Online Services の組織 ID (OrgID) をお持ちの場合は、このテキストの [サイ

ンイン] オプションをクリックし、そのアカウントの全体管理者アカウントを使用して認証を

行ってください。これにより、Windows Intune のトライアル版が既存の Microsoft Online 

Services アカウントに確実にリンクされます。 

既存の Microsoft Online Services アカウントをお持ちでない場合、この [サインアップ] フォー

ムに詳細情報を入力して、組織の新しいドメイン名を作成するだけで済みます。 

 

この情報を入力すると、そのアカウントに関連付けられた電子メール アドレスに電子メールが

送信されるため、アカウントが有効であることを確認できます。  

重要  

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsintune/try-and-buy.aspx
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Windows 管理ポータルの概要 

Windows Intune サービスのさまざまな機能にアクセスするために使用できる、管理者向けの管

理ポータルには 2 種類あります。図 3 のアカウント ポータルと、図 4 の管理コンソールです。

 

アカウント ポータル: https://account.manage.microsoft.com 

図 3: Windows Intune アカウント ポータル 

アカウント ポータルは、Windows Intune や Office 365 などのすべての Microsoft Online Services 

のユーザー、グループ、およびドメインを管理者が管理するための共通の構成インターフェイ

スです。このページでは、サブスクリプションの状態の確認、新しいサブスクリプションの追

加、および新しいユーザー アカウントのアクティブ化を行うことができます。また、社内設置

型の Active Directory ドメイン サービス (ADDS) インスタンスへのリンクをセットアップして構

成することもできます。またこのポータルは、エンド ユーザー向けに、各自のパスワードを変

更する機能を備えています。 

https://account.manage.microsoft.com/


 

7 
 

管理ポータル: https://admin.manage.microsoft.com 

図 4: Windows Intune 管理コンソールの [システムの概要] 画面 

この画面には、Windows Intune の 3 つの主要情報パネルが表示されます。左側はナビゲーショ

ン パネルで、各 Windows Intune ワークスペースへのリンクが含まれています。Windows Intune 

の各機能にはワークスペースが存在します。画面中央はメインの情報パネルで、ワークスペー

ス (この例では、[システムの概要] ワークスペース) の詳細ビューが表示されます。右側は [タス

ク] パネルで、そのワークスペースで使用可能なタスクが状況に応じて一覧表示されます。 

この時点では、まだシステムにコンピューターを登録していないため、表示される情報は多く

ありませんが、各領域で使用可能なワークスペースとタスクに今から慣れておくことができま

す。 

Windows Intune 環境の構成  

これでアカウントのセットアップが完了しましたが、アカウントにコンピューターまたはモバ

イル デバイスを追加する前に、いくつかの手順を実行する必要があります。 

https://admin.manage.microsoft.com/
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管理者の追加 

組織が管理の役割を組織内で委任できるようにするために、Windows Intune 管理コンソールへ

のアクセスを管理者に提供することが可能な、2 つのレベルの管理者の役割があります。 

 Windows Intune テナント管理者: テナント管理者には、Windows Intune 管理コンソールに対

する完全な管理者権限が付与されます。そのため、Windows Intune サービス管理者の追加

と削除など、あらゆる操作をコンソールで行うことができます。さらに、テナント管理者

は、Windows Intune アカウント ポータルを使用して、他のテナント管理者を割り当てるこ

ともできます。テナント管理者は、Windows Intune アカウント ポータルで割り当てる必要

があることに注意してください。テナント管理者の割り当てに Windows Intune 管理コン

ソールを使用することはできません。 

既定では、Windows Intune を契約すると、Microsoft Online Services の全体管理者、および 

Windows Intune 管理コンソールのテナント管理者になります。Microsoft Online Services の全

体管理者は、組織内のすべての Microsoft Online Services に対して同じ特権を持ち、Windows 

Intune 管理コンソールの他のテナント管理者を追加することができます。 

 

 Windows Intune サービス管理者: サービス管理者には、フル アクセスと読み取り専用の 2 つ

のレベルのコンソール アクセスが付与されます。 

o フル アクセス: これらのサービス管理者には、Windows Intune 管理コンソールのす

べての管理権限が付与されるため、他のサービス管理者の追加と削除など、あらゆ

る操作をコンソールで行うことができます。  

o 読み取り専用アクセス: これらのサービス管理者には、読み取り専用権限が付与され

るため、コンソールでデータを変更することはできません。コンソールでのデータ

の表示とレポートの実行のみを行うことができます。  

サービス管理者を作成するには、Windows Intune 管理コンソールを使用します。これらの管理

者はユーザー ID とパスワードを持ち、Windows Intune ユーザー グループのメンバーである必

要があります。ユーザー ID を所有していない個人の場合、テナント管理者は、Windows Intune 

アカウント ポータルを使用してその個人のユーザー ID を作成し、Windows Intune ユーザー グ

ループのメンバーとして含める必要があります。 

注  
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Windows Intune サービス管理者は、Windows Intune アカウント ポータルに表示されるサービ

ス管理者とは異なります。Windows Intune アカウント ポータルに表示される Microsoft 

Online Services のサービス管理者は、ユーザーのアカウントとグループおよびサービス リク

エストを管理し、サービスの状態を監視しますが、必ずしも Windows Intune で管理されてい

るユーザーやデバイスの状態とは限りません。 

 

既定では、サブスクリプションの所有者が Windows Intune サービスのテナント管理者となりま

す。テナント管理者とは、購入時に Microsoft Online サブスクリプション契約 (MOSA) に同意し

た個人のことであり、Windows Intune 管理コンソールのすべてのタスクを実行する権利があり

ます。  

タスクの委任を支援するため、およびその単一アカウントのパスワードを忘れた場合にロック

アウトされることを防ぐために、追加の管理者を作成してください。  

次の手順に従って、少なくとも 1 つのテナント管理者アカウントを追加で作成することをお勧

めします。(テナント管理者＝全体管理者とポータルでは表示されます) 

1. Windows Intune アカウント ポータルにログオンして、[管理] の下の [ユーザー] メ

ニュー項目をクリックします。 

2. テナント管理者に昇格させるユーザーの横にあるチェック ボックスをオンにして [編集] 

をクリックするか、[新規] をクリックして新しいユーザーを追加します。 

3. [役割の割り当て] の下の [設定] を選択し、[はい] ラジオ ボタンをオンにして、[全体管

理者] を選択します。図 5 は、この選択を示しています。 

注  
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図 5: テナント管理者の追加 

4. ユーザーの連絡用電子メール アドレスを入力し、[保存] をクリックします。 

テナント管理者アカウントが日常的な IT サポート タスクに使用されないようにする必要もあり

ます。そのために、サービス管理者をセットアップしてください。Windows Intune で日常的な

管理タスクを行うサービス管理者を追加するには、次の手順を実行します。  

1. Windows Intune アカウント ポータルで、サービス管理者として登録するユーザーの

ユーザー アカウントを作成します。 

2. Windows Intune 管理コンソールにログオンし、それらのユーザーが [すべてのユーザー] 

グループ内に表示されていることを確認します。 

3. [管理] および [サービス管理者] をクリックします。 

4. [追加] をクリックすると、図 6 のようなウィンドウが表示されます。 
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図 6: サービス管理者の追加 

5. ユーザー ID を入力し、そのユーザーに対するアクセス許可を選択したら、[OK] をク

リックします。  

6. この Windows Intune アカウントのサービス管理者にするすべてのユーザー ID に対して、

上記の手順を繰り返します。  

サービスの管理者をセットアップしたら、デバイスを展開する環境をセットアップできます。

次の数ページでは、アカウントへのコンピューターまたはモバイル デバイスの展開を開始する

前に実行することが推奨される、いくつかの追加手順について確認します。 

既定のポリシーの設定 

Windows Intune のポリシーの主な目的は、モバイル デバイスのセキュリティ設定の制御、コン

ピューターの更新プログラムの提供、確実なエンドポイント保護、ファイアウォール設定の保

守を行い、エンド ユーザー エクスペリエンスの向上を実現するための、迅速かつわかりやすい

設定を提供することです。これらの設定は、コンピューターが参加しているドメインに関係な

く適用でき、ドメインに参加していないコンピューターにも適用できます。 
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 注  

ポリシー管理システムの競合によってポリシーの競合が発生するのを防ぐため、Windows Intune 

クライアント ソフトウェアを展開する際に、Windows Intune ポリシーで管理されているコン

ピューターが Active Directory グループ ポリシーからも同じ構成設定を受け取ることのないよう

にする必要があります。詳細については、Windows Intune オンライン ヘルプの「グループ ポリ

シーの使用計画」を参照してください。 

次の手順では、コンピューターの Windows Intune エージェントの設定ポリシーをセットアップ

する方法について説明します。 

1. Windows Intune 管理コンソールを開きます。 

2. ワークスペースのショートカット ウィンドウの [ポリシー] アイコンをクリックしま
す。 

3. [タスク] の下にある [ポリシーの追加] をクリックします。 

4. [新しいポリシーの作成] ダイアログ ボックスの左側のウィンドウにあるテンプレート
の一覧の中に、次のポリシー テンプレートが表示されます。 

 モバイル デバイスのセキュリティ ポリシー  

 Windows ファイアウォールの設定 

 Windows Intune エージェントの設定  

 Windows Intune Center の設定 

注  

特定のポリシーの設定については、Windows Intune オンライン ヘルプの「ポリシー設

定のリファレンス」を参照してください。 

5. 推奨設定で展開するには、セットアップするポリシー テンプレートを選択し、[推奨設
定を使用してポリシーを作成および展開する] をクリックします。このポリシーを作成
する前に設定を表示するには、[このポリシー テンプレートの推奨設定を表示] をク
リックします。(手順 8 に飛びます) 

6. 推奨設定にカスタマイズをするには、[カスタム ポリシーの作成および展開] をクリッ
クし、既定のポリシーに変更を構成した後、ポリシーの名前と説明 (省略可) を入力し
て、[ポリシーの保存] をクリックします。 

7. ポリシーをすぐに展開するかどうかの指定を要求するメッセージが表示されたら、[は
い] をクリックします。  

8. [このポリシーを展開するグループを選択します。] ダイアログ ボックスで、(選択した
ポリシーに応じて) [すべてのデバイス] グループまたは [すべてのユーザー] グループを
選択し、[OK] をクリックします。 

9. 他の既定のポリシーの設定に対して、これらの手順を必要に応じて繰り返します。 

 

既定の Windows Intune ポリシーをセットアップするには 

http://onlinehelp.microsoft.com/ja-jp/windowsintune.latest/hh850640.aspx
http://onlinehelp.microsoft.com/ja-jp/windowsintune.latest/hh850640.aspx
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245189
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245189
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これらのポリシーが展開されると、すべてのユーザーまたはデバイスがこれらの設定を基本ポ

リシーとして継承します。これにより、[ポリシー] ワークスペースからこれらのポリシーの詳

細をレビューし、必要に応じて編集できます。 

Endpoint Protection および管理対象のコンピューターの使用帯域幅の計画 

コンピューターを Windows Intune サービスに追加する前に、エンドポイントの保護の要件を考

慮します。既存のエンドポイント保護アプリケーションの代わりに Windows Intune Endpoint 

Protection を使用するか、または既存のアプリケーションを引き続き使用するかを決定します。

管理対象のコンピューターがセキュリティで保護されていない状態にならないよう、いずれか

の手法を実装する方法については、Windows Intune オンライン ヘルプの「Windows Intune 

Endpoint Protection を使用してクライアント コンピューターを保護する」および「Windows 

Intune Endpoint Protection の代わりに既存のエンドポイント保護アプリケーションをそのまま使

用する」を参照してください。 

Windows Intune で管理されているコンピューターは、Windows Intune 関連の操作のために追加

のネットワーク帯域幅を使用することを覚えておいてください。管理対象のコンピューターに 

Windows Intune クライアント ソフトウェアをインストールする前に、既存のネットワーク トラ

フィックおよび Windows Intune の実装による増加を考慮する必要があります。Windows Intune 

の帯域幅の計画に影響を与える要因に関する情報、および包括的な展開計画のガイダンスにつ

いては、Windows Intune オンライン ヘルプの「クライアントの展開と登録の計画」を参照して

ください。 

Windows Intune へのユーザーとグループ、コンピューター、およびモバイ

ル デバイスの追加  

これで、環境にユーザーを追加し、コンピューターまたはモバイル デバイスを登録する準備が

整いました。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245191
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245191
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245193
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245193
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245193
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245194
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ユーザーおよびセキュリティ グループの追加 

Windows Intune では、ユーザー グループとデバイス グループの 2 種類のグループを使用しま

す。ユーザー グループに対しては、ソフトウェアを公開してポータル サイトからインストール

可能にしたり、ユーザーに紐づくモバイル デバイス向けのセキュリティ ポリシーを適用したり

できます。一方、デバイス グループを使用すると、ソフトウェアおよび更新プログラムをコン

ピューターにプッシュで展開したり、デバイス単位で Endpoint Protection の状況を監視したり、

Windows Intune エージェントの設定ポリシーとWindows ファイアウォールの設定ポリシーを適

用することができます。 

また、ユーザーに Windows Intune ポータル サイトへのアクセス権を付与して、ユーザーが IT 

ヘルプ デスクの支援なしに一般的なタスクを実行できるようにすることが可能です。ユーザー

が Windows Intune ポータル サイトを使用して、Windows Intune 管理環境に対して各自のデバイ

スの追加または削除を行うこともできます。また、任意の利用可能なライセンスされたソフト

ウェア アプリケーションをインストールすることも可能です。  

Windows Intune アカウント ポータルで Windows Intune にセキュリティ グループを追加してか

ら、Windows Intune 管理コンソールでユーザー グループを作成する場合、そのユーザー グルー

プのクエリ基準の 1 つとしてセキュリティ グループ メンバーシップを指定できます。 

Windows Intune 管理コンソールにユーザーとセキュリティ グループが表示されるようにするに

は、Windows Intune アカウント ポータルにサインインして、次のいずれかの操作を行う必要が

あります。  

 手動でユーザーまたはセキュリティ グループ、あるいはその両方をアカウント ポータルに
追加します。  

 Active Directory 同期を使用して、同期されたユーザーとセキュリティ グループをアカウン
ト ポータルに追加します。 

ディレクトリ同期プロセスの詳細については、Windows Intune アカウント コンソールの

「Active Directory 同期のセットアップと管理」を参照してください。  

 

手動でユーザーを Windows Intune アカウント ポータルに追加する手順は次のとおりです。  

注  

https://account.manage.microsoft.com/DirSync/DirectorySynchronization.aspx
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1. Windows Intune アカウント ポータルを開きます。 

2. ヘッダーで、[管理者の概要] をクリックします。 

3. 左側のウィンドウの [管理] の下にある [ユーザー] をクリックします。 

4. [ユーザー] ページの [新規] をクリックし、[ユーザー] をクリックします。 

5. [詳細] ページでユーザーの情報を入力します。[追加の詳細] の横にある矢印をクリッ
クして、役職名や部門名などの任意のユーザー情報を追加して、[次へ] をクリックし
ます。 

6. [設定] ページで、ユーザーに管理者の役割を割り当てる場合は [はい] をクリックし、
リストから管理者の役割を選択します。 

7. [ユーザーの所在地の設定] の下でユーザーまたはユーザーの勤務地を選択して、[次へ] 

をクリックします。  

8. [グループ] ページの [Windows Intune ユーザー グループ] の画面で、チェックボックス
が選択されていることを確認します。  

9. [結果を電子メールで送信] ページで、[電子メールを送信する] をチェックして、自分
自身および選択した受信者宛てに、新しく作成したユーザーのユーザー名と一時的な
パスワード (Windows Intune はパスワードを自動的に作成します) を電子メールで送信
します。電子メール アドレスは、セミコロン (;) で区切って入力し、[作成] をクリック
することで、最大で 5 つの電子メール アドレスを入力できます。 

10. [結果] ページに新しいユーザー名と一時的なパスワードが表示されます。結果を確認
して、[完了] をクリックします。 

1 つのファイル ソースから複数のユーザー アカウントを Windows Intune にインポートすること

ができます。ファイルはコンマ区切り値 (CSV) ファイルで、指定された形式に従う必要がありま

す。詳細については、Windows Intune オンライン ヘルプの「一括インポートによる複数の

ユーザーの追加」を参照してください。 

 

手動でユーザーを Windows Intune アカウント ポータルに追加するには 

注  

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245236
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245236
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手動でセキュリティ グループを Windows Intune アカウント ポータルに追加する手順は次のと

おりです。 

1. Windows Intune アカウント ポータルを開きます。 

2. ヘッダーで、[管理者の管理] をクリックします。 

3. 左側のウィンドウの [管理] の下にある [セキュリティ グループ] をクリックします。 

4. [セキュリティ グループ] ページで [新規] をクリックします。  

5. [詳細] ページで、グループの表示名と説明を入力して、[保存] をクリックします。 

※表示名には英数字またはスペースのみが利用可能です。 

6. [メンバーの選択] ページで、[リストの種類] リストから、新しいセキュリティ グルー
プに追加するメンバーの種類として [ユーザー] または [グループ] (他のセキュリティ 

グループ) を選択します。  

選択されたリストの種類で使用できるメンバーが [使用できるメンバー] の下に表示さ

れます。 

7. 追加する各メンバーの横にあるチェック ボックスをオンにし、[追加] をクリックしま
す。追加されたメンバーが [選択したメンバー] リストに表示されます。 

8. [選択したメンバー] リストからメンバーを削除するには、削除するメンバーの横にあ
るチェック ボックスをオンにし、[削除] をクリックします。  

9. メンバー リストの作業が完了したら、[保存して閉じる] をクリックします。 

 

ユーザー アカウントをセットアップしてアクティブ化したら、Windows Intune 管理コンソール

に戻り、ユーザー グループとデバイス グループの整理を計画する必要があります。 

ユーザー グループとデバイス グループの管理 

次の手順では、サービスに追加したユーザーとデバイスを整理するのに役立つグループを構成

するプロセスを確認します。次の手順は、最初のコンピューター グループのセットアップの進

め方の一例です。組織のニーズに合わせてこの手順をカスタマイズできます。 

グループの作成: 以下の例では、デバイス グループの作成を扱います。ユーザー グルー

プの作成も手順は同じです。 

1. Windows Intune 管理コンソールで [グループ] タブをクリックします。 

2. [すべてのデバイス] グループには、常にシステムによって管理されるすべてのデバイス

が含まれます。[グループに属していないデバイス] グループには、システム管理者に

よってまだグループに割り当てられていないデバイスが含まれます。 

手動でセキュリティ グループを Windows Intune アカウント ポータルに追加するには 
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3. 右側の [タスク] パネルで [グループの作成] リンクをクリックします。 

4. [名前] ボックスに、「東京」と入力します。 

5. 説明に「東京拠点の PC」と入力します。 

6. デバイス グループを作る場合は、[親グループ] という見出しの下で、今回作成するグ

ループの親グループを選択し、[次へ] をクリックします。 

7. [メンバーシップの基準の定義]ページにおいて、グループに含めるデバイスの種類、親

グループを継承するか、どの組織単位(OU) をグループに含めるかといった設定を行い、

[次へ] をクリックします。 

8. [ダイレクト メンバーシップの定義] ページにおいて、前ページで定義した機銃の例外と

して直接デバイスを追加したり、外したりすることができます。 

9.  [次へ] をクリックし、サマリーを確認します。 

10.  [完了] をクリックすると新たに [東京] のデバイ

ス グループが [すべてのデバイス] 配下に作成されてい

ることが確認できます。 

作成するすべてのグループに対して、この手順を繰り

返し実行することで、組織の運用に適したグループを

作成します。図 7 は、コンピューターを整理するため

に 3 つのグループに分けた場合の例を示しています。

管理対象のユーザーおよびデバイスはどちらも、複数

のグループのメンバーにすることができます。このよ

うに整理することで、グループを非常に柔軟に利用す

ることができます。 

図 7: グループ化の例 

 

これらのグループは、ドメインで使用する Active Directory ドメイン サービス (ADDS) の

グループに基づくことができますが、Windows Intune のグループが ADDS に再度レプリ

ケートされることはありません。これらのグループは Windows Intune エージェントに
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のみ適用されるため、ADDS グループとの競合を気にすることなく、組織のニーズに合

わせて自由に変更できます。 

注: 図 7 の部門別の例のグループ名に振られている数字は、単にリスト内でグループの順番

を整理するために使用されています。グループは既定で、英数字順に表示されます。  

 

コンピューターの登録 

Windows Intune にコンピューターを登録するには、次の 3 つの方法があります。 

1) 管理者による登録: Windows Intune 管理者がコンピューターのユーザーに代わってコン

ピューターの登録をセットアップします。 

2) ユーザーによる登録: デバイスのユーザーが Windows Intune ポータル サイトを使用して

コンピューターを自分自身で登録します。 

3) 展開イメージへの組み込み: Windows Intune 管理者が Windows Intune サービスをオペ

レーティング システム展開イメージに組み込みます。 

管理者による登録 

Windows Intune を使用してコンピューターを管理する前に、Windows Intune クライアント ソフ

トウェア パッケージをコンピューターにダウンロードしてインストールする必要があります。

このコンピューターは、物理コンピューターでも仮想マシンでもかまいません。  

Windows Intune パッケージには、一意のアカウント識別子が含まれています。未承認ま

たは悪意のあるユーザーがソフトウェア パッケージにアクセスした場合、それらのユー

ザーが、埋め込みの証明書によって表されるアカウントにコンピューターを追加するこ

とが可能です。未承認のアクセスを防ぐために、次のベスト プラクティスを採用するこ

とをお勧めします。 

 パッケージをダウンロードした後、それをセキュリティで保護された場所に保管します。 

 クライアント ソフトウェアを展開するときに、必要なユーザーにのみ読み取り専用のアク
セス権を提供する、セキュリティで保護された共有の場所にパッケージを配置します。
"Everyone" グループのあらゆるアクセス許可を削除します。 

 IPsec または同様のセキュリティ テクノロジを使用して、共有の場所とターゲットとなるク
ライアントの両方を含むネットワークを保護します。 

1. Windows Intune 管理コンソールを開きます。 

警告  

クライアント ソフトウェア インストール パッケージをダウンロードするには 
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2. ワークスペースのショートカット ウィンドウの [管理] アイコンをクリックします。 

3. ナビゲーション ウィンドウで、[クライアント ソフトウェアのダウンロード] をクリッ
クします。 

45. 画面中央の [クライアント ソフトウェアのダウンロード] をクリックします。 

クライアント ソフトウェアは、開いたり、保存したりすることが可能な圧縮された 

(zip 形式) フォルダーに収められています。Windows_Intune_Setup.zip 圧縮フォルダー

の操作の選択を要求するメッセージが表示されたら、[保存] をクリックして、その

フォルダーをセキュリティで保護された場所に保存します。 

重要  

ダウンロードに含まれる WindowsIntune.accountcert (ACCOUNTCERT) ファイルの名前を変更

したり、移動したりしないでください。これらの操作を実行すると、クライアント ソフト

ウェアのインストールが失敗します。 

6. ダウンロードが完了したら [フォルダを開く] をクリックして、次の手順に従います。 

Windows Intune サービスに追加するコンピューターごとに、次の手順を繰り返します。 

1. インストール パッケージを保存したフォルダーを開きます。 

2. Windows_Intune_Setup.zip 圧縮フォルダーを右クリックし、[すべて展開] をクリックし
ます。 

3. [展開先の選択とファイルの展開] ダイアログ ボックスで、Windows Intune セットアップ 

ファイルの展開先となるセキュリティで保護された場所を選択し、[展開] をクリックし
ます。 

展開が完了すると、次の図に示すように、指定した展開先のフォルダー内のファイルを

表示する新しいウィンドウが開きます。 

図 8: Intune セットアップ ファイル 

ファイルをネットワーク共有やリムーバブル ディスクにコピーしたり、電子ソフト

ウェア展開 (ESD) システムを使用してファイルを展開したりすることもできます。ただ

し、セットアップ アプリケーションの実行時に ACCOUNTCERT ファイルが要求される

ため、これらのファイルを同じ場所に保存することが重要です。 

コンピューターにクライアント ソフトウェアをインストールするには 
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4. 標準的なインストールを行う場合は、ローカルの Administrators グループのメンバー ア
カウントを使用してインストール先のコンピューターにログオンし、Windows 

_Intune_Setup.exe ファイルをダブルクリックして、セットアップ ウィザードの手順に
従ってインストールを完了します。 

5. インストールが完了したら、コンピューターを再起動します。Endpoint Protection エー
ジェントと更新エージェントのインストールを完了し、必要な Endpoint Protection の定
義や他のエージェントの更新プログラムをダウンロードするには、コンピューターを再
起動する必要があります。 

 数分後、管理対象のコンピューターが Windows Intune 管理コンソールに表示されます
が、すべてのエージェントのインストールが完了し、すべてのインベントリおよび状態
の更新が報告されるまでに、最大で 30 分程度かかる場合もあります。 

ユーザーによる登録  

ユーザーがコンピューターを自分自身で登録するには、まず Windows Intune ポータル サイトに

アクセスして、各自の Windows Intune ユーザー ID を使用してログオンする必要があります。 

ユーザーは、次のアドレスから Windows Intune ポータル サイトにアクセスできます。 

https://portal.manage.microsoft.com 

展開イメージへの組み込み 

標準のインストール プロセスでは、正常に完了するためにライブのインターネット接続が必要

となり、管理対象デバイスとの 1 対 1 の関係が構築されます。この状況では、Windows Intune 

でコンピューター アカウントの重複が生じるため、後で多数のコンピューター展開を行うのに

使用する展開イメージにエージェントをインストールすることができません。その場合、

PrepareEnroll コマンドライン引数を使用して、後でコンピューターの追加を試行するタスクを

スケジュールする必要があります。このようなインストールを完了する方法については、

Windows Intune オンライン ヘルプの「システム イメージを使用したクライアント ソフトウェ

アのインストール」を参照してください。 

モバイル デバイスの登録 

モバイル デバイスを登録する前に、管理対象のモバイル デバイス用のアカウントを準備するい

くつかの手順を完了する必要があります。  

https://portal.manage.microsoft.com/
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245195
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=245195
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デバイスの登録の準備 

まず、Windows Intune サービスを準備し、Windows Intune クラウド サービスを使用してモバイ

ル デバイス管理機能を有効にする必要があります。 

System Center 2012 Configuration Manager SP1 を使用してモバイル デバイスを管理す

る場合は、ここで中断し、代わりに Configuration Manager 管理コンソールから 

MDM の準備を完了する必要があります。このプロセスの詳細については、「System 

Center 2012 Configuration Manager の概要」を参照してください。 

Windows Intune のクラウド構成を使用してモバイル デバイス管理機能を有効にするには、次の

手順を実行します。 

1. Windows Intune 管理コンソールにフル アクセスを持つサービス管理者としてログオンし
ます。 

2. [管理] ワークスペースをクリックします。 

3. [モバイル デバイス管理] メニュー オプションをクリックし、[モバイル デバイス管理機
関の設定] (図 9 で強調表示されているオプション) を選択します。 

図 9: モバイル デバイス管理機関 

 

4. [MDM 機関の設定] ウィンドウで、[はい] を選択します。 

 

重要  

Windows Intune 管理コンソールでクラウドベースの MDM をセットアップするには 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
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Windows Intune 管理コンソールでモバイル デバイス管理機能をアクティブ化したら、管理対象

の Windows RT および Windows Phone 8 デバイスの登録を開始できます。iOS デバイスを管理す

る場合は、Apple Push Notification Service (APNS) 証明書を取得して、Windows Intune にアップ

ロードする必要があります。このプロセスの詳細については、オンライン ヘルプの iOS モバイ

ル デバイス管理機能に関する説明を参照してください。 

登録サーバーのアドレスのセットアップ 

登録プロセスでは、Windows RT と Windows Phone 8 の両方のデバイスに、登録サーバーへのア

クセス権が必要です。単にユーザーにアドレスを提供してデバイスの登録時にユーザーが手動

で入力できるようにすることも、ドメイン ネーム サービス (DNS) レコードを DNS サーバーに

追加してプロセスを自動化できるようにすることも可能です。このオプションでは、Windows 

Intune アカウントを使用して検証済みのドメイン名を登録する必要があります。 

ユーザーのために登録サーバーの自動検出をセットアップする方法の詳細については、オンラ

イン ヘルプの登録用の DNS サーバーのセットアップに関する説明を参照してください。 

登録サーバーのアドレスを提供するために DNS を更新しない場合、ユーザーが各自のデバイス

のアドレスを知っていて、登録プロセスで入力できるようにする必要があります。次の一覧に

は、プラットフォームごとの登録サーバーのアドレスが含まれています。 

プラットフォーム 登録サーバーのアドレス 

Windows RT r.manage.microsoft.com 

Windows Phone 8 p.manage.microsoft.com 

iOS i.manage.microsoft.com 

 

これで、Windows RT モバイル デバイスを管理するための Windows Intune の準備ができました。

ただし、Windows Phone 8 または iOS デバイスもサポートする場合は、それらのデバイスに必

要な管理チャネルを有効にするために、いくつかの追加手順を実行する必要があります。 

Windows Phone 8 デバイスのセットアップ 

Windows Phone 8 デバイスを管理するには、まず組織のアプリケーションに必要なコード署名

証明書を用意する必要があります。次に、その証明書を使用して、Windows Phone 8 ポータル 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=261872
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=261872
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=262391
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サイト アプリケーションに署名し、それを Windows Intune サービスにアップロードして、デバ

イスの登録時に展開できるようにします。次の表は、このプロセスを完了するために必要な手

順を示しています。  

# 手順 詳細 

1 Windows Phone デベロッパー 

センター アカウントとエン

タープライズ モバイル コード

署名証明書を取得する 

Windows Phone Dev Centerに移動し、会社の "発行者 ID" を取得し

ます。発行者 ID を使用して、エンタープライズ モバイル用コード

署名証明書を購入します。 

通常、これらの手順は、組織に対して一度だけ実行する必要があ

り、組織が開発しているアプリケーションの開発者が使用します。 

2 LOB アプリケーションに署名

する 

Windows Phone 8 SDK (https://dev.windowsphone.com/ja-JP) から署

名ツールをダウンロードします。アプリケーションをエンド ユー

ザーに展開するには、ターゲットの Windows Phone 8 デバイスが

信頼している証明機関によって署名される必要があります。署名

ツール アプリケーションを使用して、組織のエンタープライズ モ

バイル用コード署名証明書でアプリケーションに署名します。  

3 Windows Phone 8 ポータル サ

イト アプリケーションに署名

する 

Windows Phone 8 ポータル サイト アプリケーションをダウンロー

ドし、署名ツールを使用して、エンタープライズ モバイル用コー

ド署名証明書でポータル サイト アプリケーションに署名します。 

4 署名済みの Windows Phone 8 

ポータル サイト アプリケー

ションをアップロードして展

開する 

Windows Intune 管理コンソールから、署名済みのポータル サイト 

アプリケーションのファイルをアップロードし、すべてのユーザー

に展開します。 

 

署名済みのポータル サイト アプリケーションをアップロードすると、ユーザーがデバイスを登

録する際に、ポータル サイト アプリケーションが自動的にデバイスにダウンロードされるよう

になります。 

https://dev.windowsphone.com/ja-JP
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=268441
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=268441
https://dev.windowsphone.com/ja-JP
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=268440
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iOS デバイスのセットアップ 

iOS デバイスのモバイル デバイス管理機能を有効にするには、Apple Push Notification Service 

(APNS) 証明書を取得して、その証明書を Windows Intune で使用可能にする必要があります。次

の表は、このセットアップ プロセスを完了するために必要な手順の詳細を示しています。 

# 手順 詳細 

1 APNS 証明書の要求をダウン

ロードする 

Windows Intune 管理コンソールから、Apple Notification Service 証明

書の要求をダウンロードし、ローカル コンピューターに保存しま

す。 

2 APNS 証明書を取得する 手順 1 で作成した証明書の要求を使用して、Apple Push Certificates 

Portal で APNS 証明書を作成します。引き続き個人ではなく会社の

電子メール アカウントに関連付けられた会社の Apple ID を使用し

ます。証明書の PEM ファイルをローカルに保存します。 

3 APNS 証明書をアップロードす

る 

Windows Intune 管理コンソールから、Windows Intune アカウントに 

APNS 証明書をアップロードします。  

Windows RT デバイスの登録 

Windows RT デバイスを登録するには、ユーザーが各自のデバイスで次の手順を実行する必要が

あります。 

1. Windows RT デバイスで検索チャームを表示して、[設定] を選択し、「会社のアプリ」を

検索します。 

2. [会社のアプリ] を起動し、入力を求められたら "Windows Intune のユーザー ID の資格情

報" とパスワードを入力します。 

3. 管理コンソールで自動登録 DNS エントリが指定されていなかった場合、登録を完了す

るために登録サーバーのアドレスを入力します。 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=261984
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=261984
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図 10: 登録プロセスの完了 

4. デバイスを登録したら、Windows Store から "ポータル サイト" アプリケーションをイン

ストールするためのリンクを選択します。 

これで、Windows Intune で Windows RT デバイスが管理されるようになり、認証されたユー

ザーが会社のアプリケーションにアクセスしたり、ポータル サイトから各自のデバイスを管理

したりできるようになります。  

Windows Phone 8 デバイスの登録 

Windows Phone 8 デバイスを登録するには、ユーザーが次の手順を実行する必要があります。 

1. Windows Phone 8 デバイスから登録を開始するには、図 11 に示すように、システム設定

に移動して、[業務用アプリ] を選択します。 
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図 11: [業務用アプリ] の設定 

 

2. ユーザーは、登録プロセスで会社の資格情報の入力を求められます。管理コンソールで

自動登録 DNS エントリが指定されていなかった場合、ユーザーは登録を完了するため

に登録サーバーのアドレスを入力する必要があります。 

認証に成功すると、ユーザー、Windows Phone 8 デバイス、および Windows Intune サービ

ス間の関係が確立されます。次に、Windows Intune サービスによる認証用に証明書がデバ

イスにインストールされます。 

3. ユーザーは、[業務用アプリまたはハブをインストールする] チェック ボックスをオンに

して、各自のデバイスの管理を有効にする必要があります。このチェック ボックスをオ

ンにしないと、ユーザーはポータル サイトをダウンロードできません。図 12 は、この

設定を示しています。 
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図 12: ポータル サイトのインストールの有効化 

4. ポータル サイトがデバイスにインストールされ、Windows Intune でインベントリを収集

し、管理設定を適用することが可能になります。これで、ユーザーは、Windows Phone 

8 ポータル サイト アプリケーションを使用して、LOB アプリケーションにアクセスで

きるようになりました。 

iOS 登録デバイスの登録 

iOS デバイスを登録するには、ユーザーが次の手順を実行する必要があります。 

1. デバイスの Web ブラウザーから Windows Intune ポータル サイトの Web サイト

(https://m.manage.microsoft.com) を直接参照することも、ユーザーにポータル サイトへ

のリンクと各自のユーザー ID の詳細を含む招待状を電子メールで送信することもでき

ます。 

2. Windows Intune ユーザー資格情報を入力すると、登録プロセスが開始されます。 

3. 会社の管理プロファイルのインストールを求めるプロンプトに同意します。 

4. 認証に成功すると、ユーザー、iOS デバイス、および Windows Intune サービス間の関係

が確立されます。 

5. Windows Intune でインベントリが収集され、管理設定が適用されます。これでユーザー

は、Web ベースの Windows Intune モバイル ポータル サイト 

(https://m.manage.microsoft.com) から LOB アプリケーションにアクセスできるようにな

りました。 

アプリケーションのアップロード 

以前のバージョンの Windows Intune と同様に、.exe および .msi アプリケーションを、Windows 

Intune で管理している Windows PC に直接展開できます。管理コンソールを使用して、これら

のアプリケーションをデバイス グループに展開します。 

今回のリリースの新機能を使用すると、.appx、.xap、Web アプリケーション、およびパブリッ

ク ストア アプリケーションを (ディープ リンクを通じて) ユーザーに提供し、ユーザーが 

 

https://m.manage.microsoft.com/
https://m.manage.microsoft.com/
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Windows Intune ポータル サイトからインストールできるようにすることが可能です。これらの

新しいアプリケーションは、ユーザー グループに展開されるため、ユーザーはポータル サイト 

アプリケーションまたは Web サイトから必要なアプリケーションを選択できます。次の表は、

各プラットフォームがポータル サイトにアクセスする方法を示しています。 

エクスペリエン

ス 

Windows 

8 

Windows 

RT 

Windows 

7、Vista、

XP 

Windows 

Phone 8 

iOS Android 

ポータル  

サイト アプリ

ケーション 

○ ○ × ○ × × 

Web ページ ○1
 ○1

 ○ ○ ○ ○ 

1
- これらのプラットフォーム向けに、ポータル サイト アプリケーションを通じて 

アプリケーション インストールが提供されています。 

モバイル デバイス用の基幹業務 (LOB) ソフトウェアの公開 

Windows Intune を使用してモバイル デバイスにアプリケーションを展開するには、次の 2 つの

方法があります。 

 外部リンク: ストアのいずれかにあるアプリケーションへのリンク アドレスをすべての

デバイスに提供できます。Windows Store、Windows Phone Store、アプリケーション ス

トア、および Google Play へのリンクをセットアップするには、管理コンソールを使用

します。また、このリンクは、デバイス自体の Web ブラウザーを通じてデバイス上で

実行される Web ベースのアプリケーションへのリンクとすることも可能です。 

 ソフトウェア インストーラー: 署名済みのアプリケーション パッケージを提供すること

ができます。管理者は、そのパッケージを Windows Intune サービスに直接アップロード

してから、管理対象デバイスに "サイドローディング" します。アプリケーションのサイ

ドローディングを行うことで、パブリック アプリケーション ストアを通さずに、アプ

リケーションをデバイスに直接配布できます。  
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次の表は、Windows Intune のサイドローディング先とすることが可能なモバイル デバイス プ

ラットフォームと、そのプラットフォームに必要なソフトウェア ファイルの種類を示していま

す。 

プラットフォーム ファイルの種類 

Windows RT .appx 

Windows Phone 8 .xap 

iOS .ipa および .plist マニフェスト ファイル 

Android .apk 

 

これらのデバイスにアプリケーションを公開するには、署名済みアプリケーションをインス

トールするために必要な証明書とキーが用意できていることを確認する必要があります。次の

セクションでは、サポート対象のデバイス プラットフォームごとにアプリケーション公開機能

を有効にするための手順について説明します。  

Windows 8 アプリケーションのセットアップ 

Windows 8 アプリケーションに対してアプリケーション公開機能を有効にするには、まずサイ

ドローディング キーを取得しなければなりません。マイクロソフトからこのキーを取得するに

は、ボリューム ライセンス サービス センター (VLSC) にサインインする必要があります。次の

表は、その手順の概要とそれぞれの手順の詳細を示しています。 

# 手順 詳細 

1 サイドローディング キーを取

得してアップロードする 

サイドローディングが行われた基幹業務 (LOB) アプリケーションを 

Windows 8 デバイスにインストールする前に、ライセンスを購入

し、VLSC からサイドローディング キーを取得してアクティブ化す

る必要があります。サイドローディング製品アクティベーション 

キーの詳細については、「マイクロソフト ボリューム ライセン

ス」を参照してください。次に、Windows Intune 管理コンソールか

らサイドローディング キーをアップロードします。 

https://www.microsoft.com/Licensing/servicecenter/default.aspx
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/existing-customers/product-activation.aspx
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/existing-customers/product-activation.aspx
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2 コード署名証明書のアップ

ロード 

会社の証明機関からの証明書がある場合、Windows Intune 管理コン

ソールで [コード署名証明書の変更] オプションを使用して、対象

の LOB Windows 8 アプリケーションに使用する "コード署名証明書

" を指定できます。すべての LOB アプリケーションがコード署名さ

れている必要がありますが、信頼された証明書チェーンの一部であ

る公開キーがある場合は、ここでさらにコード署名証明書を追加す

る必要はありません。この構成変更が必要になるのは、公共の証明

機関のいずれかを使用して、デバイスで検証できない証明書によっ

てアプリケーションに署名する場合のみです。 

 

これで、管理対象の Windows RT デバイスのユーザーは、公開された LOB アプリケーションを

各自のデバイスにインストールすることができます。Windows 8 PC でこれらの LOB アプリ

ケーションのサイドローディングを行えるようにするには、TechNet ページの「Windows 8 の

サイドローディングの要件」を参照してください。 

Windows Phone 8 アプリケーションのセットアップ 

デバイスへの Windows Phone 8 アプリケーションのサイドローディングを有効にするには、前

述の Windows Phone 8 デバイスのセットアップ段階で取得したエンタープライズ モバイル用

コード署名証明書を使用して開発者がアプリケーションに署名することを確認するだけで済み

ます。次の表は、このプロセスを完了するために必要な手順を示しています。  

# 手順 詳細 

1 LOB アプリケーションに署名

する 

Windows Phone 8 SDK の署名ツール アプリケーションを使用し

て、組織のエンタープライズ モバイル用コード署名証明書でアプ

リケーションに署名します。  

2 LOB アプリケーションをアッ

プロードして公開する 

これで、Windows Intune 管理コンソールから署名済みの LOB アプ

リケーションをアップロードして、ターゲット ユーザーに展開で

きます。 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh852635.aspx#SideloadingRequirements
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh852635.aspx#SideloadingRequirements
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iOS デバイスのセットアップ 

iOS デバイスのモバイル デバイス管理機能を有効にするには、Apple Push Notification Service 

(APNS) 証明書を取得して、その証明書を Windows Intune で使用可能にする必要があります。加

えて、すべての LOB アプリケーションが、有効な iOS Developer Enterprise Program の証明書に

よって署名されることによって、iOS デバイスでそのアプリケーションが受け入れられるよう

にする必要があります。次の表は、このセットアップ プロセスを完了するために必要な手順の

詳細を示しています。 

# 手順 詳細 

1 iOS Developer Enterprise 

Program に参加する 

Windows Intune を使用してインストールする独自の社内 iOS アプリ

ケーションを開発する場合、iOS Developer Enterprise Program のメ

ンバーシップを購入する必要があります。注: 登録には Dun & 

Bradstreet (D-U-N-S) 番号が必要です。 

基幹業務 iOS アプリケーションの作成を外部開発者に委託している

場合は、外部開発者が有効な iOS Developer Enterprise Program の証

明書を使用してアプリケーションに署名できることを確認する必要

があります。 

2 iOS デバイスに展開するすべ

てのアプリケーションに署名

する 

管理者または iOS 開発者は、同じ証明書を使用して iOS デバイスに

展開するすべてのアプリケーションに署名する必要があります。 

3 LOB アプリケーションをアッ

プロードして公開する 

これで、Windows Intune 管理コンソールを使用してアプリケーショ

ンをアップロードできます。次に、Manage Deployment ウィザー

ドを使用して、アプリケーションを必要なユーザーに展開できま

す。 

 

環境の最適化 

次のトピックでは、ユーザーおよび管理者双方のサービス エクスペリエンスを最適化するため

に、Windows Intune 環境の要素を構成する方法について確認します。 

https://developer.apple.com/programs/ios/enterprise/
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更新プログラムと自動承認の管理 

前述の手順で作成したグループを使用して、Windows Intune ポリシーとマイクロソフトの更新

プログラムの両方を展開することができます。Windows Intune で管理されるすべての更新プロ

グラムを自分で詳細に管理したい場合には、[更新プログラム] ワークスペースの [承諾] または 

[拒否] オプションを使用することができます。ただし、重要な更新プログラムやセキュリティ

更新プログラムをできるだけ迅速に管理対象のコンピューターにインストールしたい場合には、

Windows Intune の自動承認規則を使用することができます。自動承認規則を設定し、選択した

分類に従って更新プログラムの承認プロセスを自動化するには、次の手順を実行します。 

1. Windows Intune 管理コンソールで、[管理]、[更新プログラム] の順にクリックします。 

2. [自動承認規則] を選択し、必要に応じてページの下部までスクロールして、[新規] をク

リックします。 

3. 「既定の承認規則」など、適切な規則名を入力して、[次へ] をクリックします。 

4. [すべてのカテゴリ] など適切な適用対象のオプションをオンにして、[次へ] をクリック

します。 

5. 自動承認の対象とする更新プログラムの分類を選択します。図 13 に示したカテゴリを

自動承認の対象として選択することをお勧めします。これらのカテゴリを使用すると、

管理対象のコンピューターが新たな脅威や脆弱性から、より強力に保護されます。 

 

図 13: 承認規則の分類 
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6. 自動化する分類をすべて選択したら、[次へ] をクリックします。 

7. この規則を展開するグループを選択します。たとえば、管理対象のコンピューターすべ

てにこの規則を展開する場合、[すべてのコンピューター] グループを選択します。 

8. [完了] をクリックします。 

9. [選択項目の実行] をクリックすると、この規則によって各システムの最新の更新プログ

ラムがすべて評価され、管理対象のコンピューターが次回チェックインした際 (既定で

は 8 時間ごと) に利用できるようになります。また、ここで [保存] をクリックすると、

規則は今後リリースされる更新プログラムにのみ適用されます。 

管理対象のコンピューターでサービスに再度チェックインすると、すべての重要な更新プログ

ラムやセキュリティ更新プログラムが利用可能になった時点で、直ちに適用するよう求められ

ます。更新プログラムを手動で適用する場合は、[更新プログラム] ワークスペースで確認して

から承認することができます。 

アラート通知のセットアップ 

Windows Intune では、管理対象コンピューターに対するアラートを追跡するため、[アラート] 

ワークスペースからそれらのアラートを監視したり、サービスから指定の電子メール アドレス

に直接アラートを送信したりすることができます。  

アラート通知を構成するには、Windows Intune 管理コンソールで [管理] ワークスペース タブを

クリックします。 

1. [アラートと通知] をクリックします。 

2. 次に [受信者] をクリックし、[追加] オプション (図 14 で強調表示されているオプショ

ン) をクリックします。 



 

34 
 

 

図 14: 受信者の追加 

3. 電子メールのエイリアスを必要な数だけ追加します。 

注: アラートの受信者に設定されても、Windows Intune 管理コンソールへのアクセスが許可

されるわけではありません。これらの受信者がコンソールにログオンできるようにするに

は、その受信者を管理者として追加する必要があります。  

4. 次に [通知規則] を選択し、電子メールを送信するアラートの規則を選択します。 

5. [受信者] オプション (図 15 で強調表示されているオプション) をクリックします。 
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図 15: 通知規則の選択 

6. これらのアラートを電子メールで受信する、電子メール受信者を選択します。 

[リモート アシスタンス要求] の通知をセットアップすることをお勧めします。通常、これらの

要求には即座の応答が必要なためです。  

レポートの作成 

レポートを作成すると、特定のアプリケーションや更新プログラムがインストールされたコン

ピューターの数、ブロックされたマルウェアの種類、先月にリモート アシスタンスが必要だっ

たユーザーの数など、さまざまな情報を確認することができます。Windows Intune には、その

まま使用できるレポート テンプレートのセットが用意されています。また、Windows Intune の

ワークロードのビューに基づいてレポートを作成することもできます。  

これらのレポートは印刷することも、HTML 形式またはコンマ区切り値 (CSV) ファイルとして

エクスポートすることもできます。このエクスポート機能によって Windows Intune からデータ

をエクスポートし、そのデータを分析に使用するプログラムにインポートすることが可能です。
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たとえば、データを Microsoft Excel にインポートし、経営陣によるプレゼンテーションで使用

する表やグラフを作成できます。 

レポート テンプレートのカスタマイズ 

ここでは、更新プログラムのインストールを保留しているすべてのコンピューターを特定する

ための Windows Update の更新レポートを作成する手順について説明します。 

1. [レポート] ワークスペース タブをクリックします。 

2. [更新レポート] をクリックします。 

3. 図 16 のように、レポート設定をカスタマイズします。 

 

図 16: カスタムの更新レポート 

4. [レポートの表示] をクリックします。 

これにより、図 17 のようなレポートが生成されます。この情報を使用して、まだ更新プロ

グラムを適用していないコンピューターを特定したり、更新プログラムのトラブルシュー

ティングのプロセスを開始したりすることができます。 
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図 17: カスタムの更新状態レポート 

まとめ 

Windows Intune は、あらゆる規模の企業が世界各地でパーソナル コンピューターやモバイル デ

バイスの管理およびセキュリティ保護を行うのに役立つ、クラウドベースの統合管理サービス

を提供します。この最新のソリューションにより、Windows 8、Windows RT、Windows® クラ

ウド サービスを使用する Windows Phone 8、および Apple iOS の各デバイスに、クライアント 

サポートが拡張されます。Windows Intune を使用すると、"個人所有デバイスの業務利用" (Bring 

Your Own Device) をサポートすることができます。これにより、社員が場所に関係なく自分の

コンピューターやモバイル デバイスを管理しながら、各自の業務に集中できるようになります。 

このガイドでは、Windows Intune クラウド サービスのトライアル期間においてコンピューター

のセットアップと管理を行うための主な作業のいくつかについて説明しました。ぜひこのトラ

イアル版をご活用ください。  

Windows Intune の 30 日間のトライアル版の使用期間後に購入を検討されている場合は、 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsintune/try-and-buy.aspx   にアクセスしてくださ

い。 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsintune/try-and-buy.aspx
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また、組織のモバイル デバイスを管理するために Windows Intune が使用できるように System 

Center 2012 Configuration Manager SP1 を構成する方法については、TechNet ライブラリの

「What’s New in Configuration Manager SP1」を参照してください。 

http://technet.microsoft.com/en-us/library/jj591552.aspx 

リソース: 

Windows Intune の Web サイト: http://www.windowsintune.com/japan 

Windows Intune のオンライン ヘルプ: http://onlinehelp.microsoft.com/ja-jp/windowsintune.latest 

Windows Intune TechNet: http://technet.microsoft.com/japan/windows/intune 

Windows Intune チームのブログ: http://blogs.technet.com/b/windowsintune/ 

一部の情報はプレリリース版の製品およびサービスに関連しており、製品版としてリリースされる前に大幅に変更される可能性が

あります。マイクロソフトはこのドキュメントで提供する情報について、明示または黙示を問わずいかなる保証もしません。製品

およびサービスによっては、すべての言語、あるいはすべての国または地域で提供されていないものもあり、プレリリース版ソフ

トウェアの英語バージョンが使用される場合があります。一部の機能では、Windows Intune サービスと System Center 2012 

Configuration Manager SP1 を使用する必要があることがあります。  
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